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179　　　 妊娠中毒症に おける好中球の エ ン ドセ

リ ン 産生能

180　　　　 新た に発見され た胎児性蛋白 Fetal

Anしigen　 l の RIA 開発と正常妊娠体液中動態の

検索
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［目的1妊娠中毒症に おける好中球 の エ ン ドセ リ ン 産

生能の特徴を明らか にする こ とを目的とした．［方

法｝妊娠 31・36週の妊娠中毒症（PE ）5例を対象 とした．

対照群に は妊娠週数の合致 した正常妊娠（NP ）5例な

らび に正常非妊婦（nonP ）5例を用 い た．好中球は肘静

脈血 をヘ パ リ ン 加 に 採取 し分離調製 した．また，PE

お よび NP の 血清 を用 い ，37℃ で 1−3時間処理 した

nonP の好中球を調製 した．エ ン ドセ リ ン （ET）産生 は

好中球をRPMI1640 培地 で 12時間培養 した後，培養

上清中の ET濃度 をELISA 法で 測定 した．ET （10
−S　M ）

で処理 した好中球の活性酸素産生 はFMLP 刺激時

の ス ーパ ー
オ キ サ イ ドジ ス ム タ

ーゼで阻害 される

チ トク ロ ム c の還元を二 波長分光光度計を用い て測

定 した．解析に は
一

元配置分散分析法，Bonferroni　t一

検定 を用 い た．［成績】1）ET 産生はPE で 5．6±0．6（mean

± SD ）pg／m1 で あ っ たが，NP とnonP で は測定感度

（1pg加ml ）以下 の 値で あっ た産 褥 1月目の症例で は い

ず れ の群 の 好中球で もET 産生は 認 め られ なか っ

た．2）シク ロ ヘ キシ ミ ド処理に よ っ て ，PE に おける好

中球の ET 産能は消失 した．3）PE とNP の 血清中ET 濃

度は 各々 L3 ± O．3
，
1．2± O．2pg！m1 で 両群間に有意差

はなか っ た．4）PEの廠清で非妊婦好中球を処理する

とET 産生 が認め られたが，NPの血清で は検出され

なか っ た ．5＞PE 血L清 に よ る ET 産生 は 血清濃度 に依存

し，少 な くとも3時間の処理 を必要と した．6）好中球

をET で 処理 した場合，PE の 好中球で は活性酸素産生

の増強作用は認め られなか っ た」結論］妊娠中毒症

の好中球で は，特異的に エ ン ドセ リン が産生され る

こ と
，
こ の 現象は 血 清に存在する 因子 に よ る こ と が

明か とな っ た．また ，好中球由来の エ ン ドセ リ ン は血

清の濃度とは無関係 に
，それ が 産生 され た 部位で好

中球機能に作用 して い る こ とが示唆 された．

【目的】Fetal　 Antigen　 1（FAI）は、　 Fayら｛1989）に

よ っ て 妊娠中期 羊水中よ り抽 出された、EGP様 ドメ

イ ン を有する分子量 32−35kDの 糖蛋白質で ある。 妊

娠初期胎児 の 肝 ・膵 ・副腎皮質 ・
卵黄嚢 に 局在 し

、発育に伴うFA1陽性細胞の 減少 が知 られて い る 。

本研究で は FAIの RIAを開 発 し、正常妊娠におけ る

母児 体液中濃度を測 定す る こ とに より、その 動態

を把握す る こ とを目的と した 。 【方法】精製 FAI及

び抗 FA1ポ リクロ ーナ ル抗体は、　 B，Teisnerよ り提

供された 。 ク ロ ラ ミ ン
ーT 法に よ り曙 をラ ベ ル し

2 抗体法を用 い RIAを開発 し、承諾が得られた正常

妊婦456例 よ り採取 した種 々 体液中の FA膿 度 を測

定し た。　 【成績】RIA測定 感度 は e．03　 mU／［で 特 異

性、再現性、希釈試験にお い て 良好な成績を得た

。成 人男子及び非妊婦 lft1？ffFAI濃度 ［中央値 （95％

信頼域） ］は 各 々 O，3S　mU ／［（O．34−0．50），0，52　mU

fl｛O，26−O．68）で 、妊娠初期 ・
中期

・
後期母体血清

FAI濃度は各々 O，95　mU／1（0，67−1，19），1，79mU／1

〔1．39−2．82）， 4，73mUfl（3，78−6L　24）で あ っ た 。 羊

水中 FAI値は妊娠 21週 に ピーク値 1204　mU ／1（929−

1689〕を示 した後漸減し、妊娠後期には 389mU／1

（258−505｝とな っ た 。 妊 娠初期 15症例各 々 か ら得た

母体血清 ・羊水及び胚外体腔液中FAI値は，それ ぞ

れ 1，IO　mU／1〔0，98−1，33），38，5mU／1（26，8−52，1），

713mU／1（522−9ひ3）で あ っ た 。 妊娠 末期8症 例各 々

か ら得た 母体血 ・臍帯血 及び羊水中FAI値は 4，89

mU ／1（4，12−6，24），　ll3　mU／1〔86．6−151｝。　250　mU／［

〔190−374）で あ っ た。臍帯動静脈血問 に 濃度差 は 認

められなか っ た 。 【結論】本研究に おい てはじめ

て、〔DFAIに 対す る RIAが 確 立 され、 ｛2）正常妊蛎i

の 母児体液中FAI動態が明 らか とな っ た、こ とは今

後の 臨床応用 の 可能性を示唆す る もの で あ る 。
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